
平成２８年度募集対策プロジェクト取組み結果報告書 

ＰＪ６ 高校教員の授業参観・セミナー等、新たな取り組みの企画検討と実施 

取組みの 

主旨 

 高校教員が本校に足を運ぶ機会は、現在まで主に「進路指導担当者説明会」のみと
なっており、一方で本校に関するＰＲは高校訪問により行い、校名等大雑把な点は承
知している教員は増えてきているものの、実際に本校を見て特徴やメリットをＰＲす
る機会はない状況となっている。 
こうした点を踏まえ、高校の教員に自発的に本校に足を運んでもらえるような魅力

的なイベント等について検討し、年度内の試行をめざす。 

平成 28 年度に検

討した事項 

○実施内容の検討・企画 
・本プロジェクトで年度内に試行する行事については、検討開始が年度後半となった
ため、高校教員向けアンケート結果（進路指導担当者以外の教員を対象とした説明
会や見学会の参加希望）から、当初より 12月～3月は教員が本校に来校しにくいこ
とが予想された。 

・しかしながら、本校の教育訓練について理解を得る良い機会として、｢卒業研究発表
会｣や｢卒業研究作品展示会｣があるため、平成２８年度についてはこれらの校行事の
見学会を設定して高校教員に周知し、来校を呼びかけることとした。 

・なお、｢卒業研究作品展示会｣については、これまで各科個別スケジュールで実施し
ていたが、本企画に合わせて実施日時を調整のうえ統一した。 

 

平成 28 年度に実

施（活動）した事

項 

○高校への周知 
・広報用のチラシ【別紙ＰＪ６－１】を作成し、本校の募集活動対象の 283校の高校
に対して、周知・来校の依頼を行った。（１２月下旬発送） 

○見学会の設定・開催 
 ・卒業研究発表会 ２月９日(木）、１０日（金）：産業デザイン科 
          ２月１３日（月）：制御技術科 
          ２月１６日（木）：情報技術科 
          ２月１７日（金)：電子技術科 
          ２月２１日（火）：生産技術科 
 ・卒業研究作品展示会（5科同時開催） ３月１４日（火）１０：００～１２：００ 

 

成果 

 

○ 高校教員にとっては来校しにくい時期であったこともあり、今年度の実績はゼロで
あった。 

今年度の取組結

果に関する所見 

（考察） 

○ 2 年間の学習成果を発表する場であり、短大での仕上がりが分かる機会であり、時

間的拘束を極力なくすため、入退出自由の見学会として工夫を行ったが、教員の来

校には至らなかった。 

※なお、偶然来校した企業関係者が卒業研究発表会を見学するケースがあり、副次

的な点ではあるが、年度末の企業採用活動に合わせた本校ＰＲとして活用できる可

能性もある。 

平 

成 

29 

年 

度 

の 

取 

組 

指 

針 

平成 29年度

に取組むべ

き事項 

○引き続き、｢卒業研究発表会｣、｢卒業研究作品展示会｣を高校教員に対してＰＲす

る。（早期の周知・広報により教員の出席を促すため、高校訪問（ガイダンス出席等

を含む）の機会を捉えて教員に直接ＰＲする。 

平成 29年度

以降の成果

指標 

○｢卒業研究発表会｣、｢卒業研究作品展示会｣の教員参加者数 

 


